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事
業
概
要

　
「
さ
ん
さ
ん
の
湯
」
は
、
今
ま
で
灯
油
ボ

イ
ラ
で
温
め
た
高
温
水
で
温
泉
水
を
加
温
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
か
ら
、
富
士
フ

イ
ル
ム
九
州
工
場
内
の
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
で
作
ら
れ
る
蒸
気
で
水

を
温
め
、
温
水
パ
イ
プ
を
通
っ
て
さ
ん
さ
ん

の
湯
に
供
給
す
る
高
温
水
で
温
泉
水
を
加
温

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
平
成
20
年
10
月
に
施
行
さ
れ

た
「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度（※

）」
に
の
っ

と
っ
た
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
事
業
で
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
削
減
で
町
が
得
た
排
出
権

（
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
）は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株

式
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画（
平
成
20
年
3
月
28
日
閣

議
決
定
）で
規
定
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

大
企
業（
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
）は
、

自
ら
の
技
術
・
資
金
な
ど
を
提
供
し
て
中

小
企
業
な
ど（
菊
陽
町
）が
行
っ
た
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
量（
国
の
機
関
が
認
証
）を
、

自
主
行
動
計
画
な
ど
の
目
標
達
成
の
た
め

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
、
町
の
温
泉
施
設
「
さ
ん
さ
ん
の
湯
」
に
、

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
株
式
会
社
か
ら
の
熱
の
供
給
を
受
け
る
と
い
う
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
さ
ん
さ
ん
の
湯
の
燃
料
コ
ス
ト
と
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
は
、
年
間
約
3
2
0
ト
ン
の
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
樹
齢
80
年
の
杉
の
木
約
2
3
、0
0
0
本
が
年
間
に
吸
収
す

る
二
酸
化
炭
素
量
に
相
当
し
ま
す
。

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
か
ら

さ
ん
さ
ん
の
湯
へ
の
熱
供
給
で
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
す

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
か
ら

さ
ん
さ
ん
の
湯
へ
の
熱
供
給
で
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
す

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
か
ら

さ
ん
さ
ん
の
湯
へ
の
熱
供
給
で
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
す
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▲さんふれあは地球温暖化防止に協力しています

三里木町民センター FAX
２３２-５５３６
２３２-５５９５

応募・問い合わせ

“話そう、働こう、育てよう。いっしょに。”

男女共同参画週間 6/23（水）～6/29（火）

　国では毎年6月23日から29日までの1週間を「男女共同参画週間」
と定めています。今年度の「男女共同参画週間」のキャッチフレーズ
は、「話そう、働こう、育てよう。いっしょに。」です。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性
と能力を発揮できる「男女共同参画社会」。
　その実現のためには、国や県、町だけでなく、住民の皆さん一人ひ
とりの取り組みも必要です。
　町でも、町民の皆さんに男女共同参画に対する理解を深め、その取
り組みの輪を広げてもらうため、三里木町民センターでビデオ上映や
パネルおよび男女共同参画川柳の展示を行います。
　「男だから」「女だから」という固定的な考え方にとらわれず、お互
いに社会のパートナーとして認め合う意識を持ち、思いやりのある
「男女共同参画社会」の実現に向けて、私たち一人ひとりが歩みを進
めていきましょう。

　菊陽町男女共同参画さんさんの会では、男女がと
もに暮らしやすい社会づくりをめざして、川柳を募
集します。
　「5・7・5」の17文字で、みんなが幸せな思い
やりのあるまちづくりのきっかけになる句を作って
みませんか。老若男女問わず、子どもから大人まで
幅広い世代からの応募をお待ちしています。
●応募資格　どなたでも
●応募期限　6月30日（水）まで
●応募方法　1人、何句でも可

（ただし、未発表のものに限る）
応募用紙は、特別な指定はありません
（ハガキやファックスでも可）。

●そ の 他　入選者には薄謝を進呈し、入選作品は
町内施設での展示、およびオリジナル
作品を作製します。
昨年は、「絵はがき」と「ボールペン」
を作製しました。

「たまにゃあ　あたがつくっと　うまかたい」
 　　　　　　作：楠野富子さん（馬場楠）

男女共同参画川柳募集

　男女共同参画社会づくりについて、幅広い知識と
行動力を備え、職場・家庭・地域などで積極的に活
躍していただく地域リーダーを育成するために研修
生を募集します。
　
●実施主体　熊本県
●募集対象　県内在住の20歳以上65歳未満の男女で、

全研修に意欲を持って参加できる人
●研修の主なスケジュール
•事前研修　　　9月
•国内派遣研修　11月11日（木）～11月14日（日）
•事後研修　　　1月
※研修に関する旅費は、県と町から一部補助され
ます。

●募集期限　6月21日（月）（土日を除く）
●そ の 他　研修参加者の決定は県で選定し、7月

末までに通知されます。

平成22年度男女共同参画社会づくり
地域リーダー育成事業研修生募集

農政課 ２３２-４９１６問い合わせ
さんふれあ ２３２-８６９０


